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対

象

M30240グループのUSBエンドポイントの
パケットサイズに関する注意事項

M30240M5/6-XXXFP

１．現象
　あるエンドポイントに対し、そのエンドポイントの最大パケットサイズレジスタ
（EP0MP/EPiIMP/EPiOMP）に設定した値より1少ないデータパケットが転送された
場合、次に実行されるのがIN転送であると、実際のパケットデータサイズに関係なく
1バイトサイズのパケットを転送するエラーが発生します。OUT/SETUP転送であれば、
このエラーは発生しません。
　この現象は、コントロール転送（エンドポント0）のSTATUSステージ、SOFパケッ
ト、または他のデバイスアドレスへの転送に左右されません。データサイズが
＜EP0MP/EPiIMP/EPiOMP-1＞である転送の次にコントロール転送（エンドポント0）
のSTATUSステージ、SOFパケット、または他のデバイスアドレスへの転送が実行さ
れても、その次にIN転送が実行された場合はエラーが発生します。
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２．対策
　本エラーの回避策は、転送タイプにより異なります。ご使用になる転送タイプごと
に下記の回避策を実行してください。

①コントロール転送（エンドポイント0）
　データサイズが＜EP0MP-1＞であるパケットを送信／受信する可能性がある場合、
本現象が発生します。この場合は、EP0MPに“FF16”を設定し、ホストへ報告するデ
バイスディスクリプタの bMaxPacketSize0 には、実際に使用するパケットサイズ
（ 8／ 16／ 32）を記述してください。本現象を回避することができます。
　このとき、次の制限事項がありますので注意してください。
・ホストが bMaxPacke tS i ze0 より大きいサイズのパケットを転送した場合、
FORCE_STALLビットはセットされずSTALL応答しないことがあります。

②インタラプト転送（エンドポイント1_4）
　データサイズが＜EPiIMP(EPiOMP) - 1＞であるパケットを送信（受信）する可能性
がある場合、本現象が発生します。この場合は、EPiIMP(EPiOMP) に“FF16”を設定
し、ホストへ報告するエンドポイントデスクリプタのwMaxPacketSizeには、実際に
使用するパケットサイズを記述してください。本現象を回避することができます。
　このとき、次の制限事項がありますので注意してください。
・ IN FIFO/OUT FIFO は、シングルバッファモードとなります。
・ EPiIMP/EPiOMP（“FF16”を設定）とwMaxPacketSize（実際に使用するパケット
サイズを設定）のサイズが異なるため、AUTO_SET/AUTO_CLR機能は使用しな
いでください。

・ OUT エンドポイントの場合、EPiOMPに“FF16”を設定することでFORCE_STALL
ビットの機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSizeより大きいサイズの
パケットを転送した場合、FORCE_STALLビットはセットされずSTALL応答し
ないことがあります。
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③アイソクロナス転送（エンドポイント1_4）
　データサイズが＜EPiIMP(EPiOMP) - 1＞であるパケットを送信（受信）する可能性
がある場合、本現象が発生します。この場合は、EPiIMP(EPiOMP) に 1/2 FIFOサイズ
（EP1IMP/EP1OMP = 64, EP2-4IMP/EP2-4OMP = 16）を設定し、ホストへ報告するエン
ドポイントデスクリプタのwMaxPacketSizeには、実際に使用するパケットサイズを
記述してください。
　このとき、次の制限事項がありますので注意してください。
・ IN FIFO/OUT FIFO は、ダブルバッファモードとなります。
・ AUTO_SET/AUTO_CLR機能は、実際に使用するパケットサイズが1/2FIFOサイ
ズである場合のみ使用可能です。1/2FIFOサイズ以外の場合は、EPiIMP/EPiOMP
（1/2FIFOサイズを設定）とwMaxPacketSize（実際に使用するパケットサイズを
設定）のサイズが異なるため、この機能を使用しないでください。

・ OUT エンドポイントにおいて EPiOMP と wMaxPacke tS i ze が違う場合、
FORCE_STALLビットの機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSizeより
大きいサイズのパケットを転送した場合、FORCE_STALLビットはセットされな
いことがあります。

　上記の設定をした後、＜1/2 FIFOサイズ(EPiIMP) - 1＞であるパケットを送信しな
いようソフトウエアにて制御、または、＜1/2 FIFOサイズ(EPiOMP) - 1＞であるパケッ
トを受信しないようホスト側にて制御してください。
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④バルク転送（エンドポイント1_4）
　バルク転送の最後のパケット（ショートパケット）において、データサイズが
＜EPiIMP(EPiOMP) - 1 ＞であるパケットを送信（受信）する可能性がある場合、本
現象が発生します。この場合は次のどちらかの回避策を実行してください。
1）EPiIMP/EPiOMP に“FF16”を設定し、ホストへ報告するエンドポイントデスクリ
プタのwMaxPacketSizeには、実際に使用するパケットサイズを記述してください。
本現象を回避することが出来ます。

　このとき、次の制限事項がありますので注意してください。
・ IN FIFO/OUT FIFO は、シングルバッファモードとなります。
・ EPiIMP/EPiOMP（“FF16”を設定）とwMaxPacketSize（実際に使用するパケット
サイズを設定）のサイズが異なるため、AUTO_SET/AUTO_CLR機能は使用しな
いでください。

・ OUT  エンドポイントの場合、EP i OMP に“FF 1 6”を設定することで、
FORCE_STALLビットの機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSizeより
大きいサイズのパケットを転送した場合、FORCE_STALLビットはセットされず
STALL応答しないことがあります。

2）バルク転送のパケットサイズが＜EPiIMP(EPiOMP) - 1＞にならないよう、パケッ
トの総データ数を偶数にしてください。
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３．現象具体例
① コントロール転送（エンドポイント0）によるエラー発生例
　DATAステージにおいて＜EP0MP -1＞サイズのDATAパケットが転送された場合、
次にエンドポイントIN転送が行われると、M30240Mxは1バイトデータのパケットを
転送します。
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②アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）による
　エラー発生例
　エンドポイントx IN （エンドポイントx OUT）において、＜EPi IMP(EPiOMP) -1＞
サイズのDATAパケットが転送された場合、次にエンドポイントIN転送が行われると、
M30240Mxは1バイトデータのパケットを転送します。
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③ コントロール転送（エンドポイント0）におけるエラーが発生しない例
　DATAステージにおいて＜EP0MP -1＞ サイズのDATAパケットが転送された場合、
次にSETUP転送や＜EPiOMP - 1＞サイズでないOUT転送が行われると、M30240Mx
は指定したデータサイズのパケットを転送し、エラーは発生しません。
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④アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）における
　エラーが発生しない例
　エンドポイントx IN （エンドポイントx OUT）において、＜EPiIMP (EPiO MP）-1 ＞
サイズのDATAパケットが転送された場合、次にSETUP転送や＜EPiOMP-1＞サイズで
ないOUT 転送が行われると、M30240Mx は指定したデータサイズのパケットを
転送し、エラーは発生しません。
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